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次世代モビリティサービスに
関する連携協定を締結

TARA JAPANと
環境教育の推進などに関する
連携協定を締結

中西讃4市3町の首長と松尾教授が
意見交換

私たち一人ひとりが考える
差別のない明るい社会

バドミントンの桃田賢斗選手を
ふるさとから応援する
香川県後援会を設立

県消防操法大会で
詫間方面隊が準優勝（ポンプ車の部）

東京大学大学院松尾研究室による
AIサマースクール
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三豊市、琴平町およびM
モ ネ

ONET T
テ ク ノ ロ ジ ー ズ

echnologies 株
式会社の 3者は、IoT※や AI（人工知能）など先端
技術を活用した次世代運行サービスによって地域の
課題を解決し、誰もが安心して快適に生活できるま
ちづくりを推進するため、連携協定を締結しました。
まずは、瀬戸内国際芸術祭 2019 秋会期に合わせ
て、高松空港と須田港間で運行するシャトルバスと
連携し、スマートフォンなどを通じて、リアルタイ
ムでバスの位置情報などを提供し、快適に移動して
もらえるよう取り組みます。
今後は、地域の移動に関するニーズに合ったサー
ビスの実現をめざします。

市と一般社団法人 TARA JAPANは、環境教
育の推進や啓発活動を展開し、海洋環境の保全
と離島振興につなげることを目的として、連携
協定を締結しました。
今回の瀬戸内国際芸術祭では「TARA」とし
て参加し、タラ号乗船アーティストの作品やタ
ラ号の活動を紹介する資料などを展示した海洋
環境展を開催しています。今後は、子どもたち
が海洋への理解を深める機会の提供や環境啓発
に関する情報発信が行われます。

東京大学大学院の松尾豊教授と中西讃 4市 3町の首長が、
AI 人材の育成やAI 活用による地域課題の解決に向けた、意
見交換を行いました。企業における AI 技術の活用方法や、
AI 人材の育成がもたらす人材の質向上について活発な議論が
繰り広げられました。

講師に部落解放・人権研究所名誉理事の友永健三先生を
迎え、人権・同和問題講演会が行われました。差別を解消
するためには、正確な知識を身につけるための教育・啓発
と人権尊重のまちづくりが必要だということを学びました。

昨年に続き開催されたAI サマースクールには、高校生
から社会人まで 43人が受講し、AI の基礎的な知識や技術
の最先端である深層学習（ディープラーニング）について
理解を深めました。

県バドミントン協会・県スポーツ協会および市
が1つとなる「桃田賢斗選手」香川県後援会の設
立総会が行われ、山下市長が会長に就任しました。
後援会は、2020 年に東京で開催されるオリ
ンピック出場に向け、日本バドミントン界のエ
ースとして活躍している桃田選手のさらなる活
躍を支援しようと設立されました。
今後のさらなる活躍が期待されます。

市消防団を代表して、今年は詫間方面隊が県消防操法大会
に出場しました。この大会に向けて、5月末から週 3回暑い
中での厳しい訓練に耐えてきた詫間方面隊の皆さんは、訓練
の成果を発揮し、見事ポンプ車の部で準優勝を果たしました。

※ IoT･･･ 身のまわりのあらゆるモノがインターネットにつながる
仕組みのこと

※ディープラーニング…人間が行う作業を
コンピューターに学習させること

大見地区自主防災会の自主防災活動に
知事感謝状
多年に渡って自主防災活動に尽力してきた功績がた
たえられ、大見地区自主防災会に県知事から感謝状が
贈呈されました。
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ざいます

▲（左から）片岡琴平町長、山下市長、
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echnologies㈱柴尾代表取締役副社長兼COO

▲（左から）エチエンヌ・ブルゴワTARA JAPAN代表理事、山下市長

▶問い合わせ　一般社団法人みとよAI 社会推進機構（M
マ イ ズ ム

AiZM）☎ 23－6120
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▲浜田県知事ら各種団体の代表者など、約40人が出席しました

▲素早い伝達と正確さがポイント真剣な表情で構えます

▲

▲抜群のチームワークで準優勝した第２分団の皆さん

▲講義に先立ち、
松尾教授からあい
さつ

桃田選手は、8月の世界選手権で日本勢初となる２連覇を達成しました！祝


